
（別紙３）

～ 2026年3月20日

（対象者数） 52 （回答者数） 31

～ 2026年3月25日

（対象者数） 10 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・お子さんたちを真ん中にした関わりや傾聴についてスタッ
フ間で学びを深める。
・外部の研修の利用。

2

・普段の活動を見ていただく機会などを設け事業所としての
お子さんたちへの関わりを知っていただく。

3

・「自分で選ぶ」の選択肢を増やしていけるように、スタッ
フプランなどを取り入れていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・避難訓練には可能な限り全員で参加するよう促す
・イベントや外出時にはスケジュールに沿って全体で行動す
るようにする

2

・支援計画を確認する時間を設け、個々の支援のポイントや
関わりのヒントなどを一目でわかりやすくまとめられるよう
にする。

3

・お子さんたちにとって、安心して楽しく過ごすことが出来る
場所や人になること

・お子さんたちの気持ちを真ん中に置いてそれぞれのスタッフ
が関わるようにしている。
・お子さんたちが気持ちを出しやすい雰囲気作りや環境作りを
行っている。

・ご家族が相談しやすい雰囲気や環境作りを行っていること ・月に1回の保護者会の開催。
・2ヶ月に1回の保護者対象のヨガ教室+お話し会の開催。
・保護者とのコミュニケーションを大切にしている。

・意思決定支援が充実していること ・活動プログラムを固定せず、「自分で選ぶ」「自分で決め
る」を支援方針としている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・自由度が高いが故に集団活動が少なく、まとまった活動しに
くい。

・自己決定を大切にしているため、集団活動に参加しない選択
をすることもあるため

・勤務する日数が少ないスタッフもおり、情報共有が難しい面
がある

・勤務日数が少ないスタッフへの情報共有手段が未確定である
こと

2026年3月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年3月31日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 Rapo Lab*

○保護者評価実施期間 2026年3月15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


